泉鏡花「年譜」補訂 六 by 吉田 昌志
泉
鏡
花
「
年
譜
」
補
訂
吉
田
昌
志
本
稿
は
、
先
年
刊
行
し
た
岩
波
書
店
版
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
別
巻
二
（
平
成
十
八
年
一
月
二
十
日
）
収
録
の
泉
鏡
花
「
年
譜
」
の
補
訂
で
、
本
誌
七
九
五
号
（
平
成
十
九
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
一
」、
七
九
七
号
（
平
成
十
九
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
二
」、
八
一
九
号
（
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
三
」
、
八
二
一
号
（
平
成
二
十
一
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
四
」
、
八
二
六
号
（
平
成
二
十
一
年
八
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
五
」
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
［
誤
記
誤
植
の
訂
正
］
、
［
本
文
の
訂
正
追
加
］
、
［
典
拠
の
訂
正
追
加
］、［
新
た
な
項
目
］、
の
四
部
に
分
か
ち
、
書
式
を
次
の
通
り
と
す
る
。
一
、
表
記
は
、
原
則
と
し
て
右
「
年
譜
」
に
準
じ
た
。
一
、「
年
譜
」
本
文
の
後
に
、
 典
拠

と
し
て
、
文
献
の
原
文
、
未
公
刊
資
料
の
翻
字
等
を
示
し
、
典
拠
が
複
数
の
場
合
は
番
号
を
付
し
て
併
記
し
た
。

注
記

の
項
に
は
、
内
容
の
解
説
、
考
証
等
を
記
し
た
。
一
、
引
用
文
の
仮
名
づ
か
い
は
、
原
文
の
ま
ま
と
し
、
字
体
は
概
ね
現
行
の
印
刷
文
字
に
改
め
、
総
ル
ビ
の
場
合
は
、
読
解
に
必
要
な
ル
ビ
を
残
し
た
。
一
、
引
用
文
の
中
略
部
分
は
、
総
て
「（
…
）」
で
示
し
、
前
略
、
後
略
は
い
ち
い
ち
断
わ
ら
な
か
っ
た
。
引
用
文
の
誤
記
誤
植
は
、［
］
内
に
補
正
し
た
。
一
、
典
拠
文
献
が
複
数
項
目
に
重
出
す
る
場
合
も
、
そ
の
つ
ど
項
目
ご
と
に
示
し
て
、
書
誌
的
事
項
の
記
載
を
省
か
な
か
っ
た
。
一
、［
本
文
の
訂
正
追
加
］
で
は
、
訂
正
部
分
、
新
た
な
追
加
部
分
に
傍
線
を
付
し
て
区
別
し
た
。
一
、
文
中
の
敬
称
は
、
原
則
と
し
て
省
略
し
た
。
一
、
必
要
に
応
じ
て
、「
＊
」
の
あ
と
に
注
記
事
項
を
補
っ
た
。
［
誤
記
誤
植
の
訂
正
］
＊
↓の
下
が
正
し
い
。
〔
泉
家
系
図
〕
●
堀
沢
四
郎
左
衛
門
↓
〔
幸
清
流
小
鼓
師
〕
堀
沢
四
郎
右
衛
門
●
中
田
萬
三
郎
（
猪
之
助
）
↓
中
田
猪
之
助
（
中
田
家
二
代
）
●
中
田
豊
喜
↓
中
田
猪
之
助
（
中
田
家
三
代
萬
三
郎
ノ
チ
豊
喜
）
「
年
譜
」
●
56頁
下
段
11行
目
和
田
静
子
↓
和
田
梅
子
●
71頁
下
段
4行
目

8行
目
「
綿
染
瀧
白
糸
」
↓
「
錦
染
瀧
白
糸
」
―48―
六

学
苑
日
本
文
学
紀
要
第
八
四
三
号
四
八
～
五
九
（
二
〇
一
一
一
）
［
本
文
の
訂
正
追
加
］
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
己
酉
三
十
七
歳
六
月
二
十
四
日
、
午
後
一
時
よ
り
第
五
回
鏡
花
会
が
上
野
韻
松
亭
で
開
か
れ
た
（
幹
事
は
堀
尾
成
章
、
会
費
七
十
五
銭
）
。
前
日
二
十
三
日
付
「
読
売
新
聞
」
の
「
よ
み
う
り
抄
」
に
会
の
予
告
が
載
っ
た
。
 典
拠

「
よ
み
う
り
抄
」
（「
読
売
新
聞
」
明
治
四
十
二
年
六
月
二
十
三
日
付
五
面
）
◎
第 ・
五 ・
回 ・
鏡 ・
花 ・
会 ・
同
会
は
創
立
以
来
満
一
週
（
マ
マ
）年
に
な
る
由
な
る
か
［
が
］
第
五
回
は
明
廿
四
日
午
後
一
時
よ
り
上
野
公
園
韻
松
亭
に
於
て
開
催
し
今
回
は
大
学
派
の
主
唱
に
て
全
然
書
生
的
に
快
談
を
試
む
べ
し
と
云
ふ
 注
記

典
拠
の
「
今
回
は
大
学
派
の
主
唱
に
て
」
云
々
と
は
、
幹
事
が
堀
尾
成
章
（
当
年
二
十
五
歳
）
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
堀
尾
成
章
（
明
治
十
八
年
六
月
生
、
昭
和
十
九
年
二
月
二
日
歿
、
享
年
六
十
）
は
、
『
日
本
橋
』
の
発
行
元
千
章
館
の
主
人
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
福
田
頴
造
編
刊
『
堀
尾
成
章
君
追
悼
録
』
（
昭
和
二
十
一
年
三
月
二
十
日
）
に
拠
れ
ば
、
明
治
三
十
五
年
福
島
県
磐
城
中
学
校
卒
業
後
、
第
四
高
等
学
校
を
経
て
、
東
京
帝
国
大
学
に
入
り
、
四
十
四
年
に
独
逸
法
科
を
卒
業
し
た
と
あ
る
（
が
、
第
四
高
等
学
校
同
窓
会
『
会
員
名
簿
』
昭
和
二
十
三
年
八
月
一
日
、
に
は
一
部
法
科
独
法
を
明
治
三
十
八
年
七
月
卒
業
、
ま
た
『
東
京
帝
国
大
学
卒
業
生
氏
名
録
』
大
正
十
五
年
五
月
二
十
日
、
に
は
法
律
学
科
独
逸
法
兼
修
、
本
籍
地
長
野
、
四
十
五
年
七
月
卒
業
、
と
あ
る
）。
そ
の
後
、
千
章
館
を
閉
じ
て
か
ら
満
洲
に
渡
り
、
大
正
九
年
満
鉄
傘
下
の
南
満
鉱
業
株
式
会
社
に
入
社
、
専
務
取
締
役
の
時
に
歿
し
た
。同
書
に
収
め
る
田
島
金
次
郎
「
友
情
の
人
」
に
は
、
堀
尾
氏
と
相
知
つ
た
の
は
可
な
り
古
い
、
氏
が
ま
だ
東
大
独
法
科
に
籍
を
置
い
て
ゐ
た
頃
の
こ
と
で
、
私
の
思
附
き
で
も
あ
り
肝
で
も
あ
つ
て
催
さ
れ
た
、
鏡
花
会
初
回
の
席
上
で
、
西
本
道
圓
氏
が
「
同
級
の
友
人
に
一
人
鏡
花
熱
愛
者
が
ゐ
ま
す
」
と
い
は
れ
た
の
で
、
私
は
「
そ
れ
は
若
し
次
回
を
開
く
こ
と
が
あ
つ
た
ら
是
非
出
席
し
て
呉
る
や
う
話
て
置
て
下
さ
い
」
と
い
つ
た
の
が
縁
で
、
知
る
や
う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
と
記
さ
れ
て
お
り
、
鏡
花
会
入
会
の
経
緯
が
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
堀
尾
に
は
六
歳
上
の
姉
益
恵
が
あ
り
、
弁
護
士
新
井
英
夫
に
嫁
し
、
未
亡
人
と
な
っ
て
は
木
曾
福
島
の
上
松
に
住
ん
だ
。
の
ち
、
泉
斜
汀
の
長
男
桜
が
、
堀
尾
ら
を
後
見
人
と
し
、
昭
和
十
七
年
九
月
一
日
付
で
養
子
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
新
井
家
で
あ
っ
た
。
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
己
酉
三
十
七
歳
九
月
十
二
日
、
文
芸
革
新
会
第
二
回
地
方
講
演
会
（
於
栃
木
県
宇
都
宮
市
寿
座
、
午
後
二
時
三
十
分
開
会
）
で
、
「
偶
感
」
と
題
し
て
講
演
す
る
は
ず
の
と
こ
ろ
、
挨
拶
の
み
で
降
壇
し
た
。
こ
の
挨
拶
は
十
五
日
付
「
下
野
新
聞
」
に
報
じ
ら
れ
た
。
他
の
講
演
者
は
、
笹
川
臨
風
（
前
宇
都
宮
中
学
校
長
）
、
後
藤
宙
外
、
登
張
竹
風
、
姉
崎
風
、
口
龍
峡
。
終
了
後
、
八
百
駒
本
店
で
の
歓
迎
会
に
臨
ん
だ
。
講
演
の
模
様
は
、
十
八
日
付
「
読
売
新
聞
」
（
五
面
）
の
「
文
壇
は
な
し
だ
ね
」
に
も
報
じ
ら
れ
た
。
 典
拠

「
文
壇
は
な
し
だ
ね
」
（「
読
売
新
聞
」
明
治
四
十
二
年
九
月
十
八
日
付
五
面
）
先
日
宇 ・
都 ・
宮 ・
の ・
文 ・
芸 ・
革 ・
新 ・
会 ・
巡
廻
講
話
の
一
行
に
加
は
つ
た
泉 ・
鏡 ・
花 ・
氏
、
嘗
て
は
同
会
の
例
会
に
演
説
を
せ
ま
ら
れ
、
其
腹
案
の
た
め
に
睡
眠
不
足
で
熱
が
出
て
遂
に
処
女
演
説
の
肩
揚
を
取
り
害 そ
こね
た
が
今
度
は
何
う
か
と
見
て
居
る
と
矢
張
不
安
の
様
子
が
顔
に
現
は
れ
他
の
二
三
氏
は
既
に
済
ん
で
、
残
つ
た
の
は
姉
崎
風
、
口
龍
峡
二
氏
と
鏡
花
君
ば
か
り
に
な
つ
て
来
た
頃
の
氏
の
様
子
た
ら
な
い
初
め
は
頻
り
に
煙
草
を
喫 ふ
か
し
た
が
追
附
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か
な
い
次
で
は
正
宗
の
二
合
瓶
を
ク
ビ
リ
三
四
本
も
ヒ
ツ
か
け
た
が
何
う
も
元
気
が
出
な
い
其
内
に
風
氏
と
、
龍
峡
氏
と
が
側
で
将
棊
を
始
め
た
、
考
ら
れ
な
い
か
ら
何
う
か
止
し
て
呉
れ
と
抗
議
を
持
出
す
な
ど
大
変
な
騒
ぎ
で
あ
つ
た
が
到
頭
「
偶
感
」
と
言
ふ
題
で
、
無
難
に
遣
つ
て
除
け
た
さ
う
だ
。
鏡
花
氏
他
日
人
に
語
つ
て
曰
く
「
処
女
演
説
は
田
舎
で
や
る
に
限
る
」
と
以
前
と
打
つ
て
変
つ
て
の
得
意
満
面
。
 注
記

典
拠
に
は
「
無
難
に
遣
つ
て
除
け
」
て
「
得
意
満
面
」
と
あ
る
が
、
「
年
譜
」
本
文
に
も
記
し
た
「
下
野
新
聞
」
掲
載
「
偶
感
」
（
岩
波
書
店
版
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
別
巻
一
、
平
成
十
七
年
十
二
月
十
四
日
、
に
収
録
）
に
よ
れ
ば
、
挨
拶
の
み
で
実
質
的
な
講
演
は
し
な
か
っ
た
こ
と
が
判
る
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
癸
丑
四
十
一
歳
五
月
一
日
発
行
の
「
新
小
説
」
に
「
狸
囃
子
」（
ノ
チ
「
陽
炎
座
」）
を
発
表
し
た
。
前
月
号
の
予
告
題
は
「
本
所
囃
子
」
で
あ
っ
た
。
 典
拠

「
新
小
説
五
月
号
予
告
」
（「
新
小
説
」
十
八
年
四
巻
、
大
正
二
年
四
月
一
日
）
＊
活
字
の
大
き
さ
は
均
一
と
し
た
。
季
は
首
夏
に
入
ら
ん
と
し
て
新
緑
漸
く
薫
る
、
気
爽
や
か
に
読
書
の
興
味
更
に
一
段
を
加
ふ
る
時
。
読
者
の
眷
顧
厚
く
し
て
毎
号
売
切
の
盛
况
を
以
て
せ
る
本
誌
五
月
号
の
読
物
に
は
、
本
欄
に
は
泉
鏡
花
氏
の
「
本
所
囃
子
」
、
小
川
未
明
氏
の
「
」
の
傑
出
せ
る
二
長
、
磯
萍
水
氏
が
戯
曲
「
花
和
尚
入
寂
」
な
る
一
年
有
半
苦
心
の
作
あ
り
、
論
壇
に
は
本
間
久
雄
氏
久
々
に
て
「
小
川
未
明
論
」
を
掲
け
（
マ
マ
）、
雑
録
、
蒭
蕘
言
、
芸
苑
の
諸
欄
は
更
に
一
段
の
精
彩
を
加
へ
て
読
者
を
し
て
倍
々
耽
読
の
快
に
厭
か
し
め
ざ
ら
ん
と
す
。
 注
記

「
狸
囃
子
」
の
自
筆
原
稿
は
、
現
在
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
（
和
紙
一
〇
三
枚
墨
書
）、
原
題
は
「
あ
ゐ
の
い
ろ
」
で
あ
る
（
秋
山
稔
編
「
自
筆
原
稿
所
在
目
録
」
岩
波
書
店
版
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
別
巻
二
、
平
成
十
八
年
一
月
二
十
日
）。
鏡
花
以
外
の
、
小
川
未
明
、
磯
萍
水
、
本
間
久
雄
の
作
品
は
予
告
題
通
り
に
掲
載
さ
れ
た
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
癸
丑
四
十
一
歳
十
一
月
一
日
、
午
後
五
時
よ
り
、
日
暮
里
の
旧
佐
竹
邸
（
も
と
山
荘
衆
楽
園
跡
地
）
で
、
井
上
正
夫
の
後
援
会
「
井
上
会
」
主
宰
の
野
外
劇
場
第
一
回
試
演
と
し
て
「
紅
玉
」
（
一
場
）
が
初
演
さ
れ
た
。
配
役
は
、
画
家
＝
井
上
正
夫
、
侍
女
＝
板
東
の
し
ほ
、
老
紳
士
＝
関
根
達
発
、
烏
＝
立
花
貞
二
郎
田
中
達
夫
森
潔
、
子
供
＝
瀬
戸
日
出
夫
木
下
二
葉
ほ
か
。
当
日
は
夫
人
と
と
も
に
観
劇
に
赴
い
た
。
他
に
、
足
立
朗
々
、
石
橋
思
案
、
市
川
ぼ
た
ん
、
伊
原
青
々
園
、
岡
田
八
千
代
、
岡
村
柿
紅
、
小
山
内
薫
夫
妻
、
尾
上
紋
三
郎
、
加
能
作
次
郎
、
楠
山
正
雄
、
久
保
田
万
太
郎
、
山
宮
允
、
瀬
戸
英
一
、
竹
久
夢
二
、
田
中
栄
三
、
田
村
西
男
、
土
岐
哀
果
、
中
内
蝶
二
、
中
谷
徳
太
郎
、
名
倉
聞
一
、
長
谷
川
時
雨
、
原
田
信
造
（
春
鈴
）
、
坂
東
秀
調
、
松
居
松
葉
（
大
久
保
二
八
）
、
森
曉
紅
、
柳
川
春
葉
、
和
気
律
次
郎
ら
、
総
勢
二
百
名
を
越
え
、
上
演
時
間
は
四
十
五
分
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
「
演
芸
画
報
」
十
二
月
号
（
第
七
年
第
十
二
号
、
十
二
月
一
日
発
行
）
に
上
演
の
模
様
を
伝
え
る
グ
ラ
ビ
ア
が
載
っ
て
い
る
。
同
号
に
「
野
外
劇
を
観
る
記
」
を
寄
せ
た
楠
山
正
雄
は
、
後
刻
、
劇
の
場
面
の
不
明
を
鏡
花
に
質
し
、
そ
の
答
え
を
得
た
と
い
う
。
久
保
田
万
太
郎
は
劇
評
「
自
由
劇
場
そ
の
他
」
を
翌
年
一
月
の
「
三
田
文
学
」
に
寄
せ
た
。
こ
の
上
演
に
関
わ
っ
た
山
本
有
三
は
、
「
壬
生
融
」
署
名
で
「
野
外
劇
場
の
話
」
を
「
演
芸
画
報
」（
第
七
年
第
十
一
号
、
十
一
月
一
日
発
行
）
に
寄
せ
、
上
演
の
意
図
を
説
い
た
。
 典
拠
1
「
芝
居
と
ゆ
う
げ
い
」
（「
都
新
聞
」
大
正
二
年
五
月
四
日
付
三
面
）
▲
井
上
会
井
上
正
夫
を
後
援
す
る
為
め
同
会
を
組
織
し
年
三
回
観
劇
会
を
催
す
べ
く
入
会
者
は
駒
込
神
明
町
八
三
山
本
方
へ
申
込
む
べ
し
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 典
拠
2
「
演
芸
」
（「
読
売
新
聞
」
大
正
二
年
十
月
二
十
三
日
付
三
面
）
▲
井
上
会
の
野
外
劇
十
一
月
一
日
薄
暮
と
決
定
せ
り
同
劇
の
脚
本
塲
所
等
は
種
々
の
障
害
の
為
め
間
際
熊
々
発
表
せ
ざ
る
由
な
る
が
脚
本
は
鏡
花
物
に
て
観
覧
希
望
者
は
駒
込
神
明
町
八
三
山
本
方
同
事
務
所
へ
申
込
む
べ
し
と
な
り
 典
拠
3
「
井
上
の
野
外
劇
」
（「
読
売
新
聞
」
大
正
二
年
十
月
三
十
一
日
付
三
面
）
＊
ア
キ
は
原
文
の
ま
ま
。
井
上
正
夫
の
た
め
の
井
上
会
で
は
既
記
の
如
く
明
一
日
薄
暮
に
野
外
劇
を
演
ず
る
が
演
出
す
る
狂
言
は
泉
鏡
花
氏
作
「
紅
玉
」
で
役
割
を
演
出
前
に
は
発
表
し
な
い
が
場
所
は
日
暮
里
の
あ
る
廃
し
た
邸 やし
き跡
で
見
物
す
る
人
々
は
午
後
四
時
ま
で
に
田
端
の
白
梅
園
へ
集
つ
て
呉
れ
ゝ
ば
場
所
に
案
内
す
る
、
そ
れ
も
十
五
歳
未
満
の
小
児
は
断
は
る
さ
う
で
見
物
希
望
者
は
当
日
中
に
事
務
所
へ
申
込
む
会
費
は
一
円
だ
と
い
ふ
而
し
て
申
込
の
あ
つ
た
人
も
劇
が
初
つ
て
か
ら
来
た
の
は
謝
絶
す
る
筈
で
演
出
時
間
は
一
時
間
で
終
り
、
野
外
劇
の
写
真
版
や
記
事
を
入
れ
た
記
念
帖
を
当
日
来
た
人
に
頒
布
す
る
そ
れ
を
見
れ
ば
役
割
は
分
る
と
い
ふ
何
し
ろ
日
本
で
は
初
め
て
の
催
し
だ
け
に
随
分
変
つ
た
も
の
を
見
せ
る
だ
ら
う
 典
拠
4
「
明
日
の
野
外
劇
」
（「
萬
朝
報
」
大
正
二
年
十
月
三
十
一
日
付
三
面
）
▲
日
本
で
最
初
は
じ
め
ての
公
演
新
派
の
井
上
正
夫
を
中
心
と
せ
る
井
上
会
の
主
催
で
明
一
日
薄
暮
日
暮
里
で
野
外
劇
を
開
演
す
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
、
（
雨
天
順
延
）
会
員
は
山
の
手
電
車
に
乗
つ
て
田
端
停
車
塲
で
下
車
し
田
端
の
白
梅
園
へ
四
時
に
集
合
す
れ
ば
、
其
処
か
ら
公
演
の
塲
所
へ
案
内
す
る
、
臨
時
入
塲
者
は
白
梅
園
若
し
く
は
本
郷
駒
込
神
明
町
八
二
井
上
会
事
務
所
へ
申
込
め
ば
可
い
、
何
処
で
誰
が
何
を
演
ず
る
か
と
云
ふ
事
は
一
切
知
ら
さ
ず
、
開
演
後
一
週
間
以
内
に
此
野
外
劇
の
写
真
版
や
記
事
を
入
れ
た
記
念
帖
を
入
塲
者
に
残
ら
ず
配
附
す
る
、
そ
れ
に
よ
つ
て
役
割
や
筋
書
を
了
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
仕
組
み
で
、
演
技
は
一
時
間
内
外
で
終
り
、
帰
り
に
は
一
人
々
々
提
灯
を
渡
す
さ
う
で
あ
る
、
何
し
ろ
日
本
で
は
最
初
の
公
演
で
あ
る
か
ら
十
分
注
目
す
る
価
値
が
あ
ら
う
 典
拠
5
「
野
外
劇
」
（「
東
京
朝
日
新
聞
」
大
正
二
年
十
一
月
一
日
付
七
面
）
井
上
正
夫
一
派
の
試
演
た
る
野
外
劇
は
一
日
薄
暮
よ
り
田
端
白
梅
園
内
に
て
催
す
、
出
し
物
は
鏡
花
の
新
作
「
紅
玉
」
に
し
て
登
塲
俳
優
は
十
三
名
舞
台
監
督
は
桝
本
清
氏
な
り
井
上
会
会
外
の
希
望
者
は
白
梅
園
に
間
［
問
］
合
す
可
く
会
費
一
円
 典
拠
6
「
昨
夕
の
屋
外
劇
」
（「
東
京
日
日
新
聞
」
大
正
二
年
十
一
月
二
日
付
七
面
）
＊
写
真
入
。
引
用
を
省
く
。
井
上
正
夫
の
屋
外
劇
塲
は
昨
日
第
一
回
開
演
を
す
る
と
い
ふ
の
み
で
塲
所
も
出
物
も
分
ら
な
い
▲
同
劇
塲
側
で
も
一
向
に
知
ら
せ
な
い
が
午
後
四
時
に
田
端
の
白
梅
園
へ
集
ま
つ
て
貰
ひ
た
い
と
の
事
に
出
か
け
る
、
集
ま
る
人
々
二
百
五
六
十
人
、
誰
れ
も
是
れ
か
ら
何
う
な
る
か
ゞ
分
ら
な
い
で
有
耶
無
耶
の
中
に
一
時
間
が
経
つ
▲
集
ま
つ
た
人
の
中
に
は
泉
鏡
花
夫
妻
、
柳
川
春
葉
、
中
内
蝶
二
、
松
居
松
葉
、
伊
原
青
々
園
、
岡
村
柿
紅
、
楠
山
正
雄
等
の
人
々
、
紋
三
郎
等
も
居
り
、
時
雨
女
史
、
田
村
と
し
子
と
御
婦
人
連
も
少
く
な
い
▲
か
く
て
御
案
内
致
し
ま
せ
う
と
白
梅
園
の
裏
木
戸
口
か
ら
引
つ
張
ら
れ
て
約
二
丁
、
佐
竹
の
原
の
原
の
中
莚
が
二
十
枚
ば
か
り
敷
た
処
へ
追 お
つ放 ぱ
なさ
れ
る
、
前
の
小
山
の
前
へ
子
供
が
六
人
ワ
イ

と
わ
め
い
て
現
は
れ
る

屋
外
劇
塲
が
始
ま
つ
た
の
也
▲
す
る
と
井
上
の
画
家
が
落
選
画
を
背
負
つ
て
酔
つ
た
心
で
出
て
来
る
、
い
ろ

あ
つ
て
画
家
は
子
供
の
輪
の
中
へ
入
つ
て
狂
ひ
廻
る
中
に
画
家
は
酔
ひ
倒
れ
て
了
ふ
▲
時
に
午
後
五
時
過
ぎ
薄
暮
漸
く
迫
つ
て
夜
に
入
り
舞
台
も
見
え
な
く
な
る
と
黒
い
魔
が
あ
ら
は
れ
る
▲
真
暗
で
一
向
に
見
え
な
い
、
要
す
る
に
貴
夫
人
あ
り
ル
ビ
ー
の
指
環
を
烏
が
咥
へ
て
去
る
、
其
指
環
を
画
家
が
拾
つ
た
の
が
縁
と
な
り
貴
夫
人
と
画
家
は
恋
に
落
ち
る
、
画
家
は
此
の
感
興
か
ら
烏
を
描
い
て
文
展
に
出
し
た
が
遂
に
落
選
を
す
る
と
い
ふ
筋
だ
▲
科
白
に
も
仕
組
に
も
鏡
花
式
を
充
分
に
発
揮
し
た
も
の
▲
幕
が
な
い
の
で
終
つ
た
の
か
終
ら
な
い
の
か
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分
ら
な
い
処
へ
井
上
が
出
て
先
づ
今
晩
は
之
れ
ぎ
り
今
後
御
ひ
い
き
に
願
ま
す
と
云
つ
た
、
草
原
に
坐
つ
た
事
と
て
寒
い
事
夥
し
い
芝
居
は
四
十
五
分
間
し
か
か
ゝ
ら
な
か
つ
た
（
一
日
、
午
後
六
時
記
）
 典
拠
7
「
野
外
劇
の
試
み
」
（「
読
売
新
聞
」
大
正
二
年
十
一
月
二
日
付
三
面
）
＊
活
字
の
大
き
さ
は
均
一
と
し
た
。
△
枯
草
原
の
薄
暮
の
中
に
て
井
上
正
夫
氏
の
た
め
に
起
さ
れ
た
井
上
会
で
は
昨
日
薄
暮
野
外
劇
の
新
し
い
試
を
や
つ
た
、
塲
所
も
脚
本
も
俳
優
も
何
も
知
ら
せ
な
い
、
た
ゞ
四
時
に
田
端
の
白
梅
園
へ
来
い
と
い
ふ
、
受
付
へ
切
符
を
渡
す
と
▲
一
袋
甘
納
豆
を
く
れ
る
、
塲
所
柄
な
の
で
す
こ
し
狐
に
つ
ま
ゝ
れ
た
形
で
あ
る
そ
れ
を
齧
ぢ
り
な
が
ら
寒
い
の
で
芝
原
に
焚
火
を
す
る
も
の
も
あ
る
、
郊
外
の
冬
空
は
蒼
く
暮
て
三
日
月
が
森
の
上
に
照
り
は
じ
め
る
、
五
時
、
ど
う
ぞ
こ
ち
ら
へ
と
導
か
れ
る
ま
ゝ
に
凹 で
こ凸 ぼ
この
枯
草
道
を
佐
竹
の
邸
跡
ま
で
行
く
と
其
処
に
筵
が
敷
い
て
あ
る
、
観
衆
は
そ
れ
に
腰
を
下
ろ
す
の
で
あ
る
、
も
う
近
よ
つ
て
も
顔
は
見
え
な
い
、
す
る
と
ボ
ー
ン
と
銅
羅
が
鳴
つ
て
益
心
ぼ
そ
く
な
る
、
と
見
る
［
と
］
一
段
高
い
▲
枯
草
の
上
に
男
の
子
が
四
五
人
出
て
来
て
紙
鳶
を
揚
げ
る
、
何
か
言
ひ
あ
ふ
、
間
も
な
く
右
の
阪
路
か
ら
大
き
な
看
板
を
背
負
つ
た
男
が
酔
つ
ぱ
ら
つ
て
上
つ
て
来
る
、
子
供
と
問
答
を
す
る
、
手
を
つ
な
い
で
踊
る
、
そ
こ
へ
黒
い
も
の
を
着
た
四
つ
五
つ
の
影
が
出
て
来
て
一
緒
に
踊
る
、
前
の
男
は
そ
こ
へ
倒
れ
て
し
ま
ふ
、
黒
い
影
の
一
つ
が
女
の
声
を
出
す
、
三
脚
の
卓 て
ー子 ぶ
るを
組
み
た
て
る
、
小
さ
く
灯
を
つ
け
る
、
酒
を
盃
に
つ
ぐ
、
何
か
独 ひと
り
語 ご
とを
い
ふ
、
す
る
と
そ
こ
へ
左
か
ら
男
が
出
て
来
る
、
女
が
キ
ャ
ツ
と
叫
ぶ
、
そ
の
男
が
何
か
▲
オ
ド
シ
文
句
を
い
ふ
、
虹
が
ど
う
と
か
し
て
奥
さ
ま
の
指
環
を
鴉
が
く
は
へ
た
と
女
が
い
ふ
、
ピ
ス
ト
ル
が
あ
る
ぞ
と
男
が
怒
な
る
、
遂
に
こ
の
二
つ
の
姿
は
入
つ
て
し
ま
ふ
、
す
る
と
闇
の
中
か
ら
「
オ
イ
ラ
ノ
セ
エ
ヂ
ャ
ナ
イ
ゾ
」
と
い
ふ
声
が
し
て
黒
い
影
が
現
は
れ
て
く
る
、
そ
れ
が
関
西
弁
で
下
ら
ぬ
こ
と
を
言
ひ
あ
ふ
、
や
が
て
倒
れ
て
ゐ
た
前
の
男
が
起
き
あ
が
つ
て
、
枯
草
に
火
を
つ
け
て
、
看
板
を
捧
げ
て
「
お
れ
の
画
を
見
ろ
」
と
い
つ
て
入
つ
て
し
ま
ふ
、
こ
れ
で
お
し
ま
ひ
で
あ
つ
た
、
し
ん
し
ん
と
非
常
に
寒
い
、
井
上
氏
が
出
て
来
て
、
ま
こ
と
に
詰
ら
な
い
も
の
で
済
ま
な
か
つ
た
、
ど
う
か
風
邪
を
ひ
か
な
い
や
う
に
帰
つ
て
く
れ
と
挨
拶
し
た
、
一
同
は
提
灯
に
照
ら
さ
れ
な
が
ら
帰
つ
た
そ
れ
は
六
時
す
こ
し
過
ぎ
で
あ
つ
た
、
寔
に
新
し
い
試
み
で
あ
つ
た
、
来
会
者
凡
そ
二
百
名
 典
拠
8
蝶
生
「
野
外
劇
を
看
る
」
（「
萬
朝
報
」
大
正
二
年
十
一
月
二
日
付
三
面
）
＊「
蝶
生
」
は
中
内
蝶
二
。
典
拠
6と
同
じ
写
真
入
。
引
用
を
省
く
。
▲
森
黒
き
日
暮
里
の
丘
田
端
の
白
梅
園
に
集
ま
つ
た
井
上
会
の
会
員
約
三
百
名
は
、
野
外
劇
の
始
ま
る
の
を
今
か

と
待
つ
て
ゐ
る
、
何
処
で
誰
れ
が
何
を
演
ず
る
の
か
一
人
も
知
つ
た
も
の
は
な
い
、
光
り
の
弱
い
秋
の
日
は
西
の
方
へ
低
く

落
ち
て
行
く
森
の
影
が
段
々
黒
ず
ん
で
、
風
も
身
に
沁
む
夕
で
あ
る
、
日
は
到
頭
暮
れ
て
了
つ
た
、
碧
の
空
は
深
い
流
れ
の
水
の
や
う
な
色
に
な
つ
て
、
宵
の
明
星
が
チ
ラ

と
瞬
き
始
め
た
、
よ
こ
れ
か
ら
始
り
ま
す
と
幹
事
さ
ん
の
知
ら
せ
に
、
白
梅
園
の
裏
門
を
案
内
人
に
続
い
て
真
先
に
飛
び
出
し
た
、
一
町
半
ば
か
り
左
に
折
れ
右
に
曲
つ
て
更
に
高
い
台
へ
登
る
と
、
其
処
は
日
暮
里
の
丘
で
あ
る
、
薄
、
萱
草
の
生
ひ
茂
る
広
い
原
つ
ぱ
の
端 は
づれ
に
、
舞
台
を
設
け
て
見
物
席
に
蓆
を
敷
い
て
あ
る
、
舞
台
と
云
ふ
の
は
、
見
物
席
よ
り
一
尺
ば
か
り
も
小
高
く
な
つ
て
平
た
く
な
ら
さ
れ
た
薄
原
、
そ
の
薄
を
苅
取
つ
て
、
背
景
は
黒
い
杜
で
蔽
は
れ
、
左
手
に
は
丘
も
見
え
る
、
右
手
に
は
苅
り
残
さ
れ
た
芒
尾
花
の
一
叢
が
あ
る
四
辺
あ
た
り
は
全
く
暗
の
幕
に
包
ま
れ
て
陰
暦
二
日
の
繊
い
月
が
淋
く
杜
の
上
に
懸
て
ゐ
る
、
杜
の
奥
の
方
か
ら
幽
か
に
寺
の
鐘
の
音
が
流
れ
て
来
る
五
六
人
の
子
供
が
が
や

騒
な
が
ら
出
て
来
て
、
根
ツ
木
を
す
る
や
ら
紙
鳶
を
揚
る
や
ら
、
寒
さ
う
に
遊
ん
で
居
る
処
へ
大
き
な
凧
が
見
え
る
と
云
ふ
、
そ
―52―
れ
は
若
い
美
術
家
が
文
展
へ
出
し
た
絵
が
落
第
し
た
の
を
、
背
負
つ
て
帰
つ
て
来
る
処
な
の
だ
、
自
暴
く
そ
半
分
呷
つ
た
酒
が
大
分
廻
つ
て
千
鳥
足
で
出
て
来
る
の
を
、
子
供
等
は
面
白
半
分
仲
間
に
入
れ
て
『
青
山
は
や
ま
』
を
唄
ひ
な
が
ら
踊
り
出
す
、
其
処
へ
鴉
が
四
羽
あ
ら
は
れ
て
其
仲
間
に
入
る
、
子
供
等
は
逃
げ
出
す
、
美
術
家
は
酔
つ
て
仆
れ
て
寝
て
了
ふ
、
四
羽
の
中
三
羽
は
消
え
て
後
に
残
つ
た
一
羽
の
鴉
は
、
芒
原
か
ら
三
脚
や
円
い
盤
を
運
び
出
し
て
卓
子
を
作
り
、
臘
燭
に
火
を
点 と
ぼし
て
酒
の
瓶
や
コ
ツ
プ
を
並
べ
て
紅
い
酒
を
注
い
だ
り
、
若
い
恋
の
思
ひ
出
に
耽
つ
た
り
し
て
ゐ
る
、
三
羽
の
鴉
も
あ
ら
は
れ
て
、
こ
の
鴉
に
附
き
ま
と
ふ
、
羽
ば
た
き
を
し
た
り
、
飛
ぶ
真
似
を
し
た
り
し
て
居
る
処
へ
、
一
人
の
華
族
が
あ
ら
は
れ
る
、
先
き
の
鴉
は
華
族
に
捕 つ
か
まつ
て
正
体
を
引
か
れ
る
と
、
こ
れ
は
華
族
様
の
奥
様
の
腰
元
で
、
自
分
の
道
楽
で
こ
ん
な
真
似
を
し
て
ゐ
た
と
云
ふ
華
族
様
は
夫
人
が
隠
し
男
を
こ
し
ら
へ
て
居
る
に
違
ひ
な
い
と
煩
悶
し
て
腰
元
に
其
様
子
を
聞
く
、
此
処
で
奥
様
の
紅
い
玉
の
指
環
と
、
烏
と
若
い
男
と
の
関
係
に
就
て
夢
の
や
う
な
腰
元
の
話
が
あ
る
、
華
族
様
は
腰
元
を
引
立
て
ゝ
去
る
後
に
三
羽
の
鴉
が
あ
ら
は
れ
て
、
指
環
と
奥
様
と
鴉
と
の
関
係
に
就
て
説
明
的
の
対
話
を
始
め
る
、
其
処
へ
若
い
男
と
奥
様
と
が
杜
の
奥
か
ら
あ
ら
は
れ
る
、
臘
燭
の
火
は
消
え
る
、
暗
黒
の
裡
に
美
術
家
の
声
が
聞
え
て
眼
が
覚
め
た
こ
と
が
わ
か
る
、
マ
ツ
チ
を
つ
て
煙
草
に
点
け
る
其
燃
え
が
枯
草
に
移
つ
て
パ
ツ
と
燃
え
上
る
美
術
家
は
其
処
に
立
て
か
け
て
あ
つ
た
自
作
の
画
に
気
が
付
き
、
包
み
を
解
ひ
て
鴉
の
画
と
今
ま
で
の
夢
に
見
た
事
実
と
を
考
へ
合
は
せ
て
、
『
俺
の
画
を
見
ろ
』
と
得
意
の
体
で
担
い
で
去
る
こ
れ
だ
け
の
筋
道
が
、
如
何
に
も
面
白
く
、
而
か
も
自
然
に
極
め
て
意
味
深
く
演
ぜ
ら
れ
了 を
はつ
た
の
は
、
第
一
回
の
試
み
と
し
て
非
常
な
成
功
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
因
み
に
こ
の
脚
本
は
泉
鏡
花
氏
の
『
紅
玉
』
に
依
つ
た
も
の
で
、
登
塲
者
は
声
に
よ
つ
て
察
す
る
と
、
美
術
家
は
井
上
正
夫
氏
、
鴉
に
な
つ
た
腰
元
は
阪
東
の
し
ほ
氏
、
華
族
に
扮
し
た
は
関
根
達
發
氏
ら
し
か
つ
た
（
一
日
夜
、
蝶
生
）
 典
拠
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西
男
「
野
外
劇
は
寒
い
」
（「
二
六
新
報
」
大
正
二
年
十
一
月
三
日
付
夕
刊
三
面
）
＊「
西
男
」
は
田
村
西
男
。
十
一
月
一
日
の
薄
暮
よ
り
井
上
会
が
田
端
に
有
り
と
聞
い
て
行
く
恰
度
松
居
松
葉
さ
ん
と
上
野
か
ら
山
の
手
線
の
電
車
に
乗
合
は
せ
て
田
端
で
下
り
て
白
梅
園
其
時
は
最
う
日
が
暮
れ
ん
と
し
て
居
た
狐
に
魅 つ
まま
れ
た
様
な
の
が
落
ち
で
せ
う
等 な
どと
誰
や
ら
が
言
つ
た
斯
様
こ
ん
な
会
合
の
時
に
は
必
ら
ず
現
は
れ
る
岡
田
八
千
代
さ
ん
や
田
村
俊
子
さ
ん
の
姿
も
見
え
た
妻
の
し
ほ
が
出
塲
す
る
の
で
坂
東
秀
調
が
来
て
居
た
、
ぼ
た
ん
も
居
た
、
紋
三
郎
も
見
え
た
白
梅
園
の
下
の
お
寺
で
鐘
が
鳴
つ
た
暫
く
す
る
と
最
う
始
め
ま
す
か
ら
と
袴
羽
織
の
人
が
園
内
を
触
れ
歩
く
ぞ
ろ

と
細
い
道
を
大
勢
は
の
た
く
つ
て
行
く
焼
塲
へ
行
く
様
な
気
が
し
た
白
梅
園
か
ら
日
暮
里
よ
り
の
広
塲
此
場
は
活
動
写
真
を
映
す
塲
所
に
多
く
用
ゐ
ら
れ
て
居
る
と
い
ふ
処
へ
来
た
舞
台
掛
り
然
と
し
て
少
し
く
平 ひ
ら地 ち
で
小
高
く
左
に
山
、
右
に
芒
が
茂
つ
て
ゐ
た
月
が
細
く
光
つ
て
三
河
島
田
圃
や
田
端
村
の
灯
が
木
の
間
に
ち
ら
つ
く
見
物
は
菰
を
敷
い
て
開
催
を
待
つ
銅
羅
が
幽
か
に
鳴
る
と
子
役
五
人
、
一
人
は
瀬
戸
日
出
夫
、
一
人
は
木
下
二
葉
後
は
知
ら
ぬ
之
が
夕
暮
を
遊
ん
で
青
山
葉
山
何
と
か
斯
う
と
か
い
ふ
唄
を
唄
つ
て
井
上
の
美
術
家
を
輪
の
中
に
入
れ
る
と
其
所
へ
の
し
ほ
の
扮
す
る
小
間
使
が
鳥
の
精
に
魅
入
ら
れ
て
ふ
ら

園
遊
会
の
扮
装
で
や
つ
て
来
て
人
を
脅
す
事
を
好
ん
で
ゐ
る
子
供
等
は
逃
げ
る
美
術
家
は
落
選
の
画
を
木
に
立
掛
け
て
酔
つ
て
寝
る
小
間
使
の
影
が
黒
く
う
つ
る
此
時
日
は
既
に
全
く
落
ち
て
只
一
丁
の
臘
燭
が
点
る
私
は
歯
の
根
が
が
た

し
て
堪
ら
な
い
原
の
穴
凹
に
足
を
入
れ
て
時
々
転
ん
で
外
へ
出
た
（
西
男
）
 典
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伊
原
青
々
園
「
井
上
会
の
野
外
劇
」 （「
歌
舞
伎
」
一
六
二
号
、
大
正
二
年
十
二
月
一
日
）
十
一
月
一
日
午
後
七
時
半
か
ら
田
端
の
佐
竹
邸
内
で
演
ぜ
ら
れ
た
。
一
段
高
い
草
原
の
奥
に
は
木
立
が
茂
つ
て
、
三
日
月
の
細
い
光
り
が
東
の
空
に
懸
つ
て
、
下
町
の
電
気
が
幽
か
に
見
下
さ
れ
る
。
見
物
は
荒
薦
の
上
に
坐
ら
せ
ら
れ
る
。
脚
本
は
『
新
小
説
』
に
出
た
鏡
花
氏
の
『
紅
玉
』
で
、
井
上
が
美
術
家
、
の
し
ほ
が
腰
元
、
関
根
が
華
族
と
い
ふ
役
割
で
、
次
第
に
日
が
暮
れ
た
薄
闇
に
、
四
つ
の
黒
い
影
法
師
が
現
は
れ
た
は
、
鏡
花
式
の
凄
み
が
―53―
あ
つ
た
。
脚
本
の
ア
ツ
ケ
な
い
の
と
、
井
上
の
役
が
余
り
活
動
せ
ぬ
と
で
、
興
味
が
足
り
な
か
つ
た
が
、
兎
に
角
新
し
い
試
み
で
あ
つ
た
。
見
物
は
二
百
五
十
人
ば
か
り
で
、
文
士
や
画
家
が
多
い
。
俳
優
で
は
秀
調
、
紋
三
郎
、
ぼ
た
ん
な
ど
旧
派
が
多
く
て
、
新
派
は
一
人
も
見
受
け
な
か
つ
た
。

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楠
山
正
雄
「
野
外
劇
を
観
る
記
」
（
「
演
芸
画
報
」
七
年
十
二
号
、
大
正
二
年
十
二
月
一
日
）
井
上
正
夫
君
の
野
外
劇
の
批
評
を
書
け
、
西
洋
の
野
外
劇
の
こ
と
を
少
し
は
知
つ
て
る
だ
ら
う
か
ら
序
で
に
書
け
と
い
ふ
命
令
で
す
。
可
笑
し
い
こ
と
に
は
僕
は
西
洋
の
シ
バ
ヰ
の
雑
誌
で
、
野
外
劇
の
舞
台
だ
と
い
ふ
写
真
を
二
つ
三
つ
観
た
外
に
は
、
一
体
ど
ん
な
こ
と
を
や
る
の
か
な
ん
に
も
知
ら
な
い
ん
で
す
。
で
も
井
上
君
は
僕
の
大
好
き
な
役
者
だ
か
ら
、
こ
の
人
の
こ
と
を
何
と
か
書
く
の
は
嬉
し
い
か
ら
書
く
と
い
つ
て
約
束
し
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
十
一
月
の
一
日
が
来
ま
し
た
。
冗
談
ぢ
や
な
い
忙
し
い
ん
だ
よ
々
々
々
と
口
で
は
言
ひ
な
が
ら
、
僕
は
二
十
九
日
の
自
由
劇
場
、
三
十
日
の
芸
術
座
の
音
楽
会
、
三
十
一
日
の
市
村
座
、
そ
れ
か
ら
今
日
と
四
日
続
く
ん
で
す
。
そ
し
て
毎
日
同
じ
や
う
な
人
達
の
顔
を
見
て
同
じ
や
う
な
シ
バ
ヰ
の
話
を
し
て
ゐ
る
ん
で
す
。
（
…
）
上
野
の
ス
テ
エ
シ
オ
ン
は
押
す
な
押
す
な
の
大
混
雑
で
す
。
（
…
）
人
込
の
中
に
博
文
館
の
加
能
君
の
背
の
高
い
姿
が
見
え
た
と
思
ふ
と
プ
ラ
ツ
ト
フ
オ
オ
ム
が
し
ま
つ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
そ
の
跡
の
電
車
に
、
真
赤
な
チ
リ
メ
ン
の
、
こ
の
場
合
大
変
不
都
合
な
馬
鹿
々
々
し
く
大
き
な
風
呂
敷
包
を
抱
へ
た
佃
の
を
ば
さ
ん
と
画
家
の
夢
二
さ
ん
な
ど
と
一
緒
に
、
そ
れ
で
な
く
つ
て
さ
へ
随
分
謙
な
小
さ
な
身
体
を
い
と
ど
小
さ
く
し
て
割
り
込
み
ま
し
た
。
野
外
劇
の
会
員
の
休
憩
所
と
定
め
ら
れ
た
白
梅
園
前
の
坂
の
上
で
渋
谷
村
の
奥
さ
ん
と
天
王
寺
の
森
の
奥
さ
ん
が
せ
い

息
を
切
ら
し
て
待
つ
て
ゐ
る
の
に
ひ
ま
し
た
。
こ
の
人
達
は
み
ん
な
四
日
つ
づ
け
て
つ
た
仲
間
で
す
。
佃
と
い
ひ
、
渋
谷
村
と
い
ひ
、
天
王
寺
の
森
と
い
ひ
、
さ
す
が
郡
部
の
人
は
、
女
の
方
で
も
足 、
ま 、
め 、
な
の
に
は
驚
き
ま
す
。
（
…
）寒
い
も
ん
だ
か
ら
あ
つ
ち
で
も
こ
つ
ち
で
も
枯
枝
を
集
め
て
焚
火
を
し
な
が
ら
五
人
六
人
固
ま
つ
て
話
を
し
て
ゐ
ま
す
。
（
…
）
焚
火
仲
間
に
は
「
朝
日
」
の
名
倉
さ
ん
だ
の
、
「
毎
日
」
の
橘
弾
碁
さ
ん
だ
の
、
「
日
々
」
の
原
田
さ
ん
だ
の
、
「
読
売
」
の
土
岐
哀
果
さ
ん
だ
の
、
新
聞
の
を
ぢ
さ
ん
も
沢
山
ゐ
た
し
、
原
さ
ん
だ
の
、
岡
村
さ
ん
だ
の
、
誤
訳
指
摘
の
和
気
さ
ん
だ
の
、
そ
れ
か
ら
こ
れ
も
御
定
連
の
一
人
の
久
保
田
さ
ん
に
も
ひ
ま
し
た
。
久
保
田
さ
ん
は
ふ
た
ん
び
に
綺
麗
に
な
り
ま
す
。
木
場
の
兄
イ
の
徳
太
郎
さ
ん
も
借
着
ぢ
や
あ
な
い
さ
う
で
す
け
れ
ど
妙
に
似
合
ひ
つ
か
な
い
大
き
な
イ
ン
ネ
ス
を
ぢ
ぢ
む
さ
く
引
つ
て
や
つ
て
来
ま
し
た
。
こ
の
人
は
お
ミ
キ
が
上
が
ら
な
い
と
妙
に
影
の
薄
い
人
で
す
。
（
…
）
見
物
の
中
に
大
久
保
二
八
先
生
だ
の
、
チ
ヨ
コ
レ
エ
ト
の
兵
隊
さ
ん
だ
の
、
そ
れ
か
ら
渋
谷
村
の
小
山
内
さ
ん
御
夫
婦
の
姿
も
跡
か
ら
見
え
た
や
う
で
す
。
（
…
）
井
上
会
事
務
所
の
通
知
書
に
は
、
「 （
マ
マ
）今
度
誰
が
何
処
で
何
を
演
ず
る
か
と
言
ふ
事
は
一
切
お
知
ら
せ
し
な
い
事
に
し
ま
し
た
‥
‥
一
週
間
以
内
に
此
野
外
劇
の
写
真
版
や
記
事
を
入
れ
た
記
念
帖
を
差
上
る
事
に
な
つ
て
を
り
ま
す
、
役
割
や
筋
書
は
後
で
夫
れ
を
御
覧
に
な
れ
ば
分
り
ま
す
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。
僕
は
一
週
間
待
つ
た
け
れ
ど
で
き
な
い
ん
だ
か
、
忘
れ
た
ん
だ
か
、
ま
だ
来
ま
せ
ん
。
し
か
し
新
聞
の
記
事
に
依
る
と
、
脚
本
は
泉
鏡
花
さ
ん
の
「
紅
玉
」
そ
れ
か
ら
女
役
は
秀
調
さ
ん
の
妻
君
の
の
ほ
さ
ん
だ
と
言
ふ
こ
と
で
し
た
。
多
分
さ
う
な
ん
で
せ
う
。
そ
の
後
作
者
の
泉
さ
ん
に
お
目
に
か
か
つ
た
時
伺
つ
た
の
で
は
、
鴉
の
縫
ぐ
る
み
を
冠
つ
た
腰
元
が
テ
エ
ブ
ル
の
用
意
を
す
る
、
そ
れ
か
ら
「
さ
あ

お
寝
室
ね
ま
ご
し
ら
え
を
し
て
置
き
ま
せ
う
」
と
言
つ
て
天
幕
を
引
廻
し
て
テ
エ
ブ
ル
を
隠
し
て
「
お
楽
し
み
だ
わ
ね
」
―54―
と
言
ふ
、
奥
様
と
若
い
男
の
た
め
に
あ
ひ
び
き
の
場
所
を
こ
し
ら
へ
て
や
る
こ
と
に
な
る
の
だ
さ
う
で
す
、
と
こ
ろ
が
野
外
劇
で
は
唯
野
天
の
下
に
テ
エ
ブ
ル
を
据
ゑ
て
臘
燭
を
立
て
た
だ
け
だ
か
ら
、
実
は
何
で
あ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
お
し
ま
ひ
ま
で
訳
が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
い
か
に
野
外
だ
つ
て
、
電
気
の
設
備
の
ま
る
で
で
き
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
天
幕
を
引
廻
し
て
そ
の
陰
だ
け
を
思
ひ
切
つ
て
明
る
く
華
や
か
な
も
の
に
し
た
ら
ど
ん
な
に
引
立
つ
て
、
例
の
思
は
せ
ぶ
り
な
神
秘
の
中
に
思
ひ
切
つ
て
俗
な
現
実
を
打 ぶ
ち
こ
む
鏡
花
一
流
の
味
が
出
た
ら
う
と
思
は
れ
ま
す
。
そ
れ
に
お
し
ま
ひ
の
若
い
男
女
が
黒 く
ら暗 や
みの
奥
か
ら
出
て
来
る
と
こ
ろ
に
も
、
ず
ゐ
ぶ
ん
電
気
の
お
道
楽
の
要
り
さ
う
な
こ
と
で
す
。
（
…
）
総
括
し
て
眼
に
残
つ
て
ゐ
る
の
は
井
上
正
夫
君
の
酔
つ
ぱ
ら
ひ
の
身
体
の
こ
な
し
で
す
、
そ
れ
か
ら
の
し
ほ
さ
ん
（
と
し
て
置
き
ま
す
）
の
腰
元
の
綺
麗
な
声
で
す
。
い
く
ら
「
日
本
で
は
始
め
て
の
試
み
」
だ
と
い
つ
て
、
あ
の
野
外
劇
そ
の
も
の
は
あ
ん
ま
り
造
作
無
さ
す
ぎ
た
、
殆
ん
ど
「
試
み
」
と
言
ふ
ほ
ど
の
試
み
も
し
て
ゐ
な
い
、
何
で
も
な
い
も
の
で
し
た
。
僕
等
が
郊
外
散
歩
の
帰
り
に
で
も
つ
ひ
そ
こ
ら
の
野
原
で
遊
び
半
分
に
や
つ
て
も
や
れ
る
も
の
で
し
た
。
僕
は
こ
の
頃
あ
ん
ま
り
無
造
作
に
無
神
経
に
扱
は
れ
た
芝
居
ば
か
り
観
せ
ら
れ
て
、
芝
居
と
い
ふ
も
の
に
対
し
て
恐
ろ
し

［
く
］
懐
疑
的
に
な
つ
て
来
ま
し
た
。
（
十
一
月
九
日
朝
）
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石
橋
思
案
「
本
町
誌
88」 （「
文
芸
楽
部
」
十
九
巻
十
六
号
、
大
正
二
年
十
二
月
一
日
）
▲
十
二 （マ
マ
）月
朔

野
外
劇
を
我
が
国
に
も
移
植
さ
れ
る
と
い
ふ
は
、
か
ね
て
耳
に
し
て
居
た
が
、
此
の
日
午
後
四
時
か
ら
井
上
会
で
其
の
封
切
を
行
ふ
案
内
が
あ
つ
た
の
で
、
岡
村
加
能
の
両
君
と
其
の
参
集
地
た
る
田
端
の
白
梅
園
へ
行
つ
た
。
裏
枯
れ
た
庭
園
に
佇
立
し
て
待
つ
こ
と
一
時
間
余
り
、
釣
瓶
落
し
の
冬
の
日
の
暮
れ
早
く
、
四
辺
も
漸
く
暗
澹
た
る
頃
、
い
ざ
と
て
幹
事
に
導
か
れ
数
町
を
歩
し
て
、
会
場
た
る
旧
佐
竹
邸
内
の
芝
生
に
導
か
れ
た
。
荒
菰
の
上
に
腰
を
下
ろ
し
て
見
物
す
る
な
ど
、
劇
道
の
原
始
時
代
に
逆
戻
り
を
し
た
心
地
で
、
只
々
驚
異
の
眼
を
つ
て
居
る
と
、
や
が
て
銅
羅
が
鳴
つ
て
、
々
劇
が
始
ま
る
。
（
…
）
近
視
眼
た
る
僕
に
は
、
何
が
何
や
ら
一
切
不
分
明
、
そ
れ
に
台
辞
が
夢
幻
的
と
来
て
居
る
の
で
、
吹
き
さ
ら
し
の
寒
さ
一
層
身
に
沁
み
、
我
慢
に
も
安
閑
と
し
て
見
て
居
ら
れ
ず
、
闇
を
す
か
し
て
こ
は

゛
曉
紅
、
西
男
、
朗
々
、
閻
太
郎
等
劇
通
諸
君
の
前
ま
で
	る
と
、
一
同
声
を

へ
て
『
も
う
行
き
ま
せ
う
か
』
と
言
は
れ
、
地
獄
で
仏
の
オ
ン
声
を
聞
け
る
思
ひ
、
幾
度
か
「
で
こ
へ
こ
」
の
芝
生
に
こ
け
つ
ま
ろ
び
つ
も
、
ち
と
大
業
過
ぎ
る
が
、
足
元
踏
み
し
め

、
帰
路
は
日
暮
里
停
車
場
へ
出
て
、
丸
の
内
の
帝
劇
へ
急
い
だ
。

典
拠
13
久
保
田
万
太
郎
「
自
由
劇
場
そ
の
他
（
小
泉
君
水
上
君
へ
）
」
（
「
三
田
文
学
」
五
巻
一
号
、
大
正
三
年
一
月
一
日
。
の
ち
『
駒
形
よ
り
』
平
和
出
版
社
、
大
正
五
年
十
月
十
三
日
、
に
収
録
）
＊
引
用
は
初
出
。
□
自
由
劇
場
が
終
つ
た
あ
く
る
日
、
一
日
の
日
に
田
端
で
井
上
正
夫
の
後
援
会
主
催
の
野
外
劇
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
ま
だ
野
外
劇
と
い
ふ
事
に
つ
い
て
、
深
く
考
が
へ
た
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
本
を
読
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
丁
度
前
の
ば
ん
帝
劇
の
廊
下
で
切
符
を
買
ひ
ま
し
た
か
ら
行
つ
て
み
ま
し
た
。
芝
居
は
日
の
暮
れ
か
ら
で
、
四
時
ま
で
白
梅
園
へ
集
ま
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
た
の
で
す
が
、
生
憎
と
ま
た
風
の
寒
い
日
で
、
誰
れ
を
う
ら
む
や
う
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
随
分
其
待
つ
て
る
間
こ
た
へ
ま
し
た
、
前
の
触
れ
こ
み
で
は
泉
さ
ん
の
芝
居
を
や
る
と
い
う
ん
で
し
た
が
、
当
日
始
ま
る
ま
で
何
を
や
る
ん
だ
か
解
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
始
ま
つ
て
み
た
ら
そ
れ
は
い
つ
ぞ
や
新
小
説
に
で
て
ゐ
た
「
紅
玉
」
で
し
た
。
（
…
）
□
そ
ん
な
事
よ
り
も
、
貴
方
は
芝
居
の
出
来
が
ど
ん
な
工
合
だ
つ
た
か
と
お
訊
き
に
な
る
で
せ
う
。
し
か
し
私
は
、
井
上
と
井
上
会
の
た
め
に
、
深
く
そ
れ
を
お
話
し
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
今
日
こ
れ
を
書
く
に
つ
い
て
、
井
上
会
の
当
事
者
が
書
い
た
演
芸
画
報
と
―55―
新
小
説
の
野
外
劇
場
の
議
論
を
読
ん
で
、
余
り
に
そ
の
考
が
へ
が
暢
気
で
大
み
な
の
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

典
拠
14
井
上
正
夫
「
身
の
上
ば
な
し
（
中
の
2）
」
（
「
演
劇
界
」
五
巻
八
号
、
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
一
日
）
日
本
最
初
の
野
外
劇
大
正
二
年
十
一
月
一
日
の
夜
、
私
は
日
本
で
最
初
の
野
外
劇
を
や
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
時
親
し
く
し
て
い
た
山
本
有
三
さ
ん
や
久
米
正
雄
さ
ん
や
桝
本
君
が
外
国
の
雑
誌
を
見
て
、
日
本
で
も
一
つ
野
外
劇
を
や
つ
て
見
よ
う
ぢ
や
な
い
か
と
い
う
話
か
ら
計
画
さ
れ
た
の
で
、
私
の
後
援
会
の
井
上
会
が
主
催
で
、
日
暮
里
駅
か
ら
坂
を
登
つ
て
行
つ
た
所
の
渡
治
右
衛
門
さ
ん
の
邸
内
（
元
の
佐
竹
屋
敷
跡
）
の
松
林
の
中
で
や
り
ま
し
た
。
脚
本
は
泉
鏡
花
さ
ん
が
そ
の
年
の
七
月
新
小
説
に
発
表
さ
れ
た
『
紅
玉
』
と
い
う
象
徴
的
な
劇
で
、
（
…
）
そ
の
時
の
画
は
た
し
か
久
米
さ
ん
が
泥
絵
具
で
描
い
た
と
思
い
ま
す
。
（
…
）
又
テ
ー
ブ
ル
や
コ
ツ
プ
や
ビ
ン
等
を
隠
し
て
お
く
適
当
な
叢
が
あ
つ
た
の
で
す
が
、
当
日
に
な
る
と
邸
の
持
主
が
気
を
き
か
せ
て
す
つ
か
り
刈
取
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
、
そ
の
場
に
な
つ
て
ま
ご
つ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
 注
記

「
年
譜
」
で
は
、
お
も
に
田
中
栄
三
『
明
治
大
正
新
劇
史
資
料
』
（
演
劇
出
版
社
、
昭
和
三
十
九
年
十
二
月
一
日
）
に
拠
っ
て
記
し
た
が
、
そ
の
後
、
新
聞
記
事
や
観
劇
記
に
よ
っ
て
当
日
の
模
様
が
具
体
的
に
判
明
、
と
り
わ
け
鏡
花
夫
妻
の
観
劇
を
確
め
ら
れ
た
の
で
、
内
容
に
重
複
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
当
時
の
実
況
を
再
現
す
べ
く
、
多
く
の
典
拠
を
挙
げ
て
み
た
。
こ
の
野
外
劇
の
主
体
で
あ
る
「
井
上
会
」
に
つ
い
て
は
、
典
拠
1の
大
正
二
年
五
月
四
日
の
報
が
早
い
も
の
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
「
年
譜
」
で
「
井
上
正
夫
主
宰
」
と
記
し
た
の
を
、
本
記
事
お
よ
び
井
上
自
身
の
文
（
典
拠
14）
に
よ
り
、
「
井
上
正
夫
の
後
援
会
」
と
訂
正
し
た
。
会
の
事
務
所
（
申
込
み
先
）
は
、
明
治
四
十
五
年
五
月
に
転
居
し
た
山
本
有
三
の
自
宅
。
山
本
は
同
年
九
月
に
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
独
逸
文
学
科
選
科
の
試
験
を
受
け
て
合
格
し
入
学
、
当
時
は
数
え
二
十
六
歳
の
二
年
生
だ
っ
た
。
井
上
と
は
、
四
十
四
年
二
月
、
処
女
戯
曲
「
穴
」
が
東
京
俳
優
学
校
の
劇
団
「
試
演
劇
場
」
に
よ
っ
て
初
演
さ
れ
た
際
、
校
長
の
藤
澤
浅
二
郎
に
紹
介
さ
れ
た
の
が
交
友
の
最
初
で
あ
る
（
永
野
賢
『
山
本
有
三
正
伝
』
上
巻
、
未
来
社
、
昭
和
六
十
二
年
七
月
二
十
七
日
）。
上
演
に
い
た
る
経
緯
の
特
徴
は
、
演
目
、
配
役
、
上
演
場
所
等
が
直
前
ま
で
報
知
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
「
演
出
」
の
一
つ
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
十
月
二
十
三
日
の
報
（
典
拠
2）
で
は
、
日
時
と
「
鏡
花
も
の
」
で
あ
る
こ
と
だ
け
が
伝
え
ら
れ
、
前
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
演
目
が
鏡
花
の
「
紅
玉
」
で
、
午
後
四
時
に
田
端
白
梅
園
へ
集
合
す
れ
ば
、
上
演
場
所
（
典
拠
3で
は
「
あ
る
廃
し
た
邸
跡
」
）
に
案
内
す
る
、
と
い
う
。
上
演
時
間
（
一
時
間
）
は
知
ら
さ
れ
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
配
役
は
非
公
表
で
、
開
演
後
一
週
間
以
内
に
写
真
版
と
記
事
の
入
っ
た
「
記
念
帖
」
を
配
付
す
る
際
に
、
す
べ
て
が
判
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
（
が
、
典
拠
11の
楠
山
文
に
よ
れ
ば
、
一
週
間
以
上
経
っ
て
も
頒
布
は
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
）。
開
演
当
日
の
報
（
典
拠
5）
で
は
、
上
演
場
所
を
白
梅
園
と
す
る
が
、
他
の
典
拠
に
も
あ
る
よ
う
に
、
白
梅
園
は
集
合
場
所
（
典
拠
11で
は
白
梅
園
前
の
坂
の
上
が
「
休
憩
所
」
）
で
、
そ
こ
か
ら
日
暮
里
方
面
へ
移
動
し
て
旧
佐
竹
邸
跡
（
典
拠
14の
井
上
文
で
は
、
当
時
渡
邊
治
右
衛
門
所
有
の
邸
内
）
で
上
演
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
白
梅
園
は
、
の
ち
大
正
七
年
二
月
二
日
に
芥
川
龍
之
介
が
塚
本
文
と
祝
言
を
あ
げ
た
旅
亭
で
あ
る
。
典
拠
5で
注
目
さ
れ
る
の
は
「
舞
台
監
督
は
桝
本
清
氏
な
り
」
と
の
条
で
、
む
ろ
ん
演
出
に
は
山
本
有
三
が
関
与
し
て
い
た
。
「
年
譜
」
で
開
演
時
刻
を
「
午
後
四
時
」
と
し
た
が
、
こ
れ
は
集
合
時
刻
だ
っ
た
の
で
、
典
拠
7に
よ
り
「
午
後
五
時
」
と
訂
正
し
た
。
伊
原
青
々
園
（
典
拠
10）
の
み
「
午
後
七
時
半
」
と
す
る
の
は
錯
誤
で
あ
ろ
う
。
薄
暮
か
ら
開
演
し
た
野
外
劇
ゆ
え
、
観
劇
者
を
確
認
す
る
の
も
容
易
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
が
、
各
種
典
拠
か
ら
で
き
る
だ
け
名
前
を
拾
っ
て
み
た
。
鏡
花
夫
妻
の
名
を
記
す
の
は
典
拠
6で
あ
る
。
ま
だ
特
定
に
至
ら
ぬ
者
も
あ
る
が
、
そ
の
顔
触
れ
は
多
彩
―56―
で
あ
り
、
他
の
「
鏡
花
も
の
」
の
上
演
で
は
、
ほ
ん
の
数
名
に
と
ど
ま
る
場
合
が
多
く
、
こ
れ
だ
け
の
観
劇
者
を
挙
げ
ら
れ
た
例
は
な
い
。
日
本
で
最
初
の
野
外
劇
と
い
う
新
奇
な
上
演
形
態
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
と
い
え
よ
う
。
俳
優
関
係
で
「
新
派
は
一
人
も
見
受
け
な
か
つ
た
」
（
典
拠
10）
と
あ
る
の
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。
な
お
観
劇
者
の
う
ち
、
楠
山
文
（
典
拠
11）
中
の
「
チ
ヨ
コ
レ
エ
ト
の
兵
隊
さ
ん
」
は
、
お
そ
ら
く
、
新
劇
社
第
一
回
公
演
（
有
楽
座
、
大
正
二
年
十
月
十
八
日
よ
り
七
日
間
）
で
バ
ー
ナ
ー
ド

シ
ョ
ー
原
作
「
武
器
と
人
と
」
改
題
「
チ
ヨ
コ
レ
エ
ト
兵
隊
」
の
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
大
尉
を
演
じ
た
伊
庭
孝
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
本
文
の
記
載
は
控
え
た
。
観
劇
者
の
人
数
は
、
典
拠
7が
「
凡
そ
二
百
名
」、
典
拠
10は
「
二
百
五
十
人
ば
か
り
」、
典
拠
6で
は
「
二
百
五
六
十
人
」
、
典
拠
8に
は
「
約
三
百
名
」
と
あ
る
が
、
少
な
い
方
の
人
数
を
採
っ
た
。
上
演
時
間
は
、
予
告
「
一
時
間
」
の
と
こ
ろ
、
「
四
十
五
分
」
（
典
拠
6）
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
配
役
を
知
ら
さ
れ
な
い
上
演
で
は
、
演
技
評
も
ま
ま
な
ら
ぬ
上
に
、
照
明
は
臘
燭
の
み
で
場
面
が
よ
く
見
え
ず
、
楠
山
正
雄
は
上
演
後
原
作
者
鏡
花
に
場
面
の
意
図
を
質
し
て
さ
え
い
る
ほ
ど
だ
。
当
日
、
邸
の
持
主
が
薄
の
叢
を
す
っ
か
り
刈
取
っ
て
し
ま
い
、
小
道
具
を
隠
し
て
お
く
場
所
が
無
く
な
っ
た
と
い
う
思
わ
ぬ
誤
算
も
あ
っ
た
。
か
く
観
劇
の
条
件
の
調
わ
な
か
っ
た
た
め
、
全
般
的
な
評
判
は
必
ず
し
も
上
乗
と
は
い
い
が
た
い
が
、
典
拠
7、
典
拠
8（
中
内
蝶
二
）、
典
拠
10（
伊
原
青
々
園
）
は
、
そ
の
最
初
の
試
み
の
新
し
さ
に
一
定
の
評
価
を
与
え
て
い
る
。
前
記
『
明
治
大
正
新
劇
史
資
料
』
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
に
続
い
て
、
十
一
月
二
十
九
日
玉
川
電
車
終
点
玉
の
丘
遊
園
地
で
、
井
田
絃
声
作
「
無
謀
」
の
上
演
（
午
後
三
時
開
演
）
が
、
さ
ら
に
翌
三
年
七
月
二
十
五
、
二
十
六
日
に
は
鶴
見
花
月
園
野
外
舞
台
で
、
ズ
ウ
デ
ル
マ
ン
作
（
小
山
内
薫
訳
）「
テ
エ
ヤ
ア
王
」
、
グ
レ
ゴ
リ
イ
夫
人
作
（
田
中
栄
三
訳
）「
」
の
上
演
（
午
後
七
時
開
演
、
九
時
終
了
）
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
井
上
会
の
刺
戟
に
よ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
典
拠
13の
久
保
田
文
の
副
題
に
「
小
泉
君
水
上
君
へ
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
劇
評
が
当
時
洋
行
中
の
両
人
へ
の
書
簡
文
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
小
泉
信
三
の
洋
行
出
発
は
、
大
正
元
年
九
月
十
一
日
。
十
一
月
に
ロ
ン
ド
ン
へ
着
い
て
か
ら
一
年
後
ド
イ
ツ
に
転
じ
、
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
に
よ
り
再
び
英
国
に
渡
り
、
翌
四
年
の
夏
、
水
上
、
澤
木
四
方
吉
と
ロ
ン
ド
ン
で
同
宿
、
五
年
三
月
十
四
日
に
帰
朝
し
た
（
小
泉
「
年
譜
」
文
芸
春
秋
版
『
小
泉
信
三
全
集
』
別
巻
、
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
一
日
）。
水
上
の
横
浜
出
帆
は
、
大
正
元
年
九
月
二
十
八
日
。
米
国
滞
在
二
年
に
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
を
経
、
神
戸
に
帰
着
し
た
の
は
五
年
十
月
十
九
日
で
あ
っ
た
（
井
清
治
「
水
上
瀧
太
郎
年
譜
（
そ
の
一
）
」
「
三
田
文
学
」
十
五
巻
九
号
、
昭
和
十
五
年
九
月
一
日
）。
久
保
田
が
右
「
自
由
劇
場
そ
の
他
」
を
発
表
し
た
当
時
、
小
泉
は
イ
ギ
リ
ス
に
、
水
上
は
ア
メ
リ
カ
に
在
っ
た
の
で
あ
る
。
周
知
の
こ
と
な
が
ら
、
小
泉
は
帰
朝
後
に
阿
部
泰
蔵
の
三
女
と
み
（
第
八
子
、
明
治
二
十
八
年
一
月
二
十
六
日
生
れ
。
第
五
子
の
章
蔵
＝
瀧
太
郎
よ
り
八
歳
下
）
と
結
婚
、
御
田
小
学
校
以
来
の
親
友
で
あ
る
両
者
は
義
兄
弟
と
な
っ
た
。
久
保
田
の
文
中
「
井
上
会
の
当
事
者
が
書
い
た
演
芸
画
報
と
新
小
説
の
野
外
劇
場
の
議
論
」
と
は
、
「
年
譜
」
中
に
記
し
た
も
の
と
、
同
月
「
新
小
説
」
に
載
っ
た
「
壬
生
融
」
署
名
「
野
外
劇
場
」
を
さ
す
が
、
山
本
は
こ
の
他
に
も
、「
み
、
ゆ
、
生
」
署
名
で
「
独
逸
の
野
外
劇
場
」
を
「
演
芸
楽
部
」
（
二
巻
十
一
号
、
大
正
二
年
十
一
月
一
日
）
に
寄
せ
て
い
る
。
従
来
、
「
紅
玉
」
の
上
演
評
で
は
、
山
宮
允
「
井
上
会
の
野
外
劇
を
観
て
」
（
「
帝
国
文
学
」
十
九
巻
十
二
、
大
正
二
年
十
二
月
一
日
）
の
み
が
特
記
さ
れ
て
き
た
が
、
典
拠
に
示
し
た
各
種
観
劇
記
、
劇
評
か
ら
総
合
的
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
井
上
正
夫
の
回
想
文
（
典
拠
14）
は
山
本
有
三
「
井
上
君
と
私
」
（
「
演
芸
画
報
」
十
六
年
十
二
号
、
大
正
十
一
年
十
二
月
一
日
）
の
記
述
と
も
一
致
し
て
お
り
、
野
外
劇
「
紅
玉
」
上
演
に
際
し
て
、
山
本
有
三
、
桝
本
清
の
ほ
か
に
久
米
正
雄
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
も
心
に
留
め
て
お
き
た
い
。
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な
お
、「
紅
玉
」
に
関
す
る
研
究
に
は
、
市
川
祥
子
「「
紅
玉
」
論
仮
装
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
」
（
泉
鏡
花
研
究
会
編
『
論
集
泉
鏡
花
』
四
集
、
和
泉
書
院
、
平
成
十
八
年
一
月
二
十
五
日
）
が
あ
る
が
、
上
演
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
今
後
に
考
究
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
癸
丑
四
十
一
歳
十
二
月
十
六
日
、
故
尾
崎
紅
葉
山
人
追
悼
祭
（
於
紅
葉
館
、
午
後
二
時
よ
り
）
に
、
主
催
者
（
鏡
花
の
他
に
、
小
栗
風
葉
、
柳
川
春
葉
、
徳
田
秋
聲
）
の
一
人
と
し
て
出
席
し
た
。
当
日
は
降
雪
に
も
か
か
わ
ら
ず
八
十
名
近
く
が
集
ま
っ
た
。
細
川
風
谷
の
講
談
、
野
口
政
吉
の
岩
船
、
近
藤
乾
三
の
枕
慈
童
、
三
遊
亭
円
右
の
怪
談
累
が
淵
、
富
士
松
加
賀
太
夫
の
明
烏
夢
淡
雪
な
ど
が
あ
り
、
九
時
に
散
会
し
た
。
 典
拠

「
昨
日
の
紅
葉
祭
」
（「
都
新
聞
」
大
正
二
年
十
二
月
十
七
日
付
五
面
）
折
か
ら
の
初
雪
鵞
毛
を
飛
ば
し
て
轍
の
痕
の
十
筋
百
筋
紅
葉
館
の
門
に
乱
れ
る
巌
谷
小
波
の
開
会
の
辞
の
後
風
谷
の
講
談
野
口
政
吉
の
岩
船
近
藤
乾
三
の
枕
慈
童
円
右
の
怪
談
累
が
淵
あ
つ
て
富
士
松
加
賀
太
夫
の
明
鴉
夢
の
淡
雪
し
み

゛
と
情
緒
を
そ
ゝ
つ
て
降
る
雪
と
夜
は
寂
び
た
旋
て
席
を
二
階
に
移
せ
ば
北
蓮
蔵
の
描
い
た
故
人
の
面
影
は
生
る
が
ご
と
く
花
瓶
に
さ
し
た
茶
山
（
マ
マ
）花
の
二
片
三
片
の
手
向
の
杯
に
散
る
懐
旧
の
物
語
は
今
日
の
雪
よ
り
繁
く
中
に
竹
冷
宗
匠
を
囲
ん
だ
一
座
は
硯
友
社
当
年
の
諸
文
士
連
、
紅
葉
在
り
し
時
の
一
夕
こ
れ
も
亡
き
人
の
眉
山
、
酔
ふ
て
床
の
間
に
活 い
けた
寒
牡
丹
の
瓶
を
投
げ
て
紅
い
絹
糸

を
紊
し
た
や
う
な
孑 ぼ
う子 ふ
らを
膳
に
流
し
た
話
し
も
出
た
楼
下
し
た
で
は
旋
て
野
間
吉
野
の
狂
言
清
水
館
の
美
人
の
園
遊
び
来
間
上
人
菩
提
樹
の
実
を
縮
珠
に
し
た
餡
パ
ン
ほ
ど
の
鉄
側
時
計
を
出
し
て
サ
ア
九
時
だ
よ
と
い
ふ
を
き
つ
か
け
に
会
は
散
じ
て
雪
は
夜
と
共
に
闌
け
て
行
く
此
の
日
集
ま
る
も
の
柳
原
伯
岡
警
保
局
長
其
他
知
名
の
文
士
画
家
七
十
余
名
（
一
記
者
）
 注
記

「
年
譜
」
に
は
、「
時
報
紅
葉
山
人
追
悼
祭
」
（「
新
小
説
」
十
九
年
二
巻
、
大
正
三
年
一
月
一
日
）
を
典
拠
に
記
し
た
が
、
よ
り
詳
し
い
新
聞
報
を
見
出
し
た
の
で
、
内
容
と
散
会
時
刻
を
補
い
、
会
の
名
を
「
追
悼
会
」
か
ら
「
追
悼
祭
」
に
改
め
た
。
同
紙
に
は
、
遺
影
を
飾
っ
た
祭
壇
の
写
真
も
載
っ
て
い
る
。
参
加
者
の
数
は
「
七
十
余
名
」
と
あ
る
が
、
「
新
小
説
」
報
の
ま
ま
と
し
て
お
く
。
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
甲
寅
四
十
二
歳
七
月
十
日
よ
り
二
十
五
日
ま
で
開
催
の
画
博
堂
（
京
橋
区
東
仲
通
一
番
地
の
美
術
店
）
に
お
け
る
「
妖
怪
画
お
ば
け
ゑ
展
覧
会
」
の
告
條
を
書
い
た
。
こ
の
展
覧
会
の
内
容
と
告
條
は
、
二
十
五
日
発
行
の
「
絵
画
叢
誌
」（
第
三
二
四
号
）
に
紹
介
さ
れ
た
。
十
二
日
、
同
じ
く
画
博
堂
主
催
の
「
怪
談
会
」
（
於
同
店
四
階
）
に
出
席
し
た
。
そ
の
他
の
出
席
者
は
、
岩
村
透
、
黒
田
清
輝
、
岡
田
三
郎
助
八
千
代
、
長
谷
川
時
雨
、
柳
川
春
葉
、
市
川
左
団
次
、
松
本
幸
四
郎
、
河
合
武
雄
、
喜
多
村
緑
郎
、
吉
井
勇
、
長
田
秀
雄
幹
彦
、
谷
崎
潤
一
郎
、
岡
本
綺
堂
、
坂
本
紅
蓮
洞
、
松
山
省
三
、
鈴
木
鼓
村
ら
、
六
十
余
名
に
及
ん
だ
。
こ
の
会
の
模
様
は
、
二
十
日
付
「
読
売
新
聞
」
の
「
文
芸
画
報
」
欄
に
「
泉
鏡
花
氏
等
の
発
起
」
と
し
て
写
真
入
で
報
じ
ら
れ
た
。
 典
拠

「
文
芸
画
報
」
（「
読
売
新
聞
」
大
正
三
年
七
月
二
十
日
付
五
面
）
＊
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
み
引
用
。
泉
鏡
花
氏
等
の
発
起
で
こ
の
程
京
橋
の
博
画
（
マ
マ
）堂
で
百
物
語
の
会
を
開
い
た
松
山
省
三
。
（
マ
マ
）
平
岡
権
八
郎
氏
等
の
青
年
画
家
及
俳
優
等
が
多
数
集
つ
た
 注
記

「
年
譜
」
の
出
席
者
は
鈴
木
鼓
村
「
怪
談
が
生
む
怪
談
」
（
雨
田
光
平
編
『
鼓
村
襍
記
』
古
賀
書
店
、
昭
和
十
九
年
二
月
二
十
五
日
）
に
拠
っ
た
が
、
発
起
に
鏡
花
が
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
新
聞
報
に
よ
り
補
う
。
写
真
に
は
二
十
五
名
ほ
ど
が
写
っ
て
い
る
が
、
不
鮮
明
で
鏡
花
の
顔
を
確
め
ら
れ
な
い
た
め
、
引
用
を
省
い
た
。
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鏡
花
は
前
年
大
正
二
年
五
月
の
画
博
堂
開
店
に
際
し
、
鰭
崎
英
朋
、
鏑
木
清
方
の
画
の
あ
る
引
札
（
報
条
。
自
筆
文
の
木
版
刷
）
を
書
い
て
い
る
（
宮
﨑
徹
「
資
料
紹
介
画
博
堂
報
条
」「
泉
鏡
花
研
究
会
会
報
」
二
十
四
号
、
平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
日
）。
こ
の
引
札
の
紹
介
は
、
「
書
物
往
来
」
第
二
冊
（
大
正
十
三
年
六
月
三
十
日
）
に
神
代
種
亮
が
「
鏡
花
小
史
余
墨
一
」
と
し
て
文
章
の
み
を
翻
刻
し
、「
右
に
英
朋
筆
の
湯
上
美
人
、
左
に
清
方
筆
の
杜
若
あ
り
。
奉
書
木
版
刷
。」
と
注
記
し
て
い
る
の
が
最
も
早
い
。
画
博
堂
の
主
人
松
井
栄
吉
（
月
岡
芳
年
の
弟
子
。
年
葉
と
号
す
）
に
つ
い
て
は
、
岩
切
信
一
郎
「
画
博
堂
―
或
る
画
廊
先
駆
者
物
語
」
（「
一
寸
」
四
号
、
平
成
十
二
年
十
一
月
一
日
）
に
詳
し
い
。
「
妖
怪
画
展
覧
会
の
告
条
」
は
、
鏡
花
歿
直
後
の
「
書
物
展
望
」
（
九
巻
十
一
号
、
昭
和
十
四
年
十
一
月
一
日
）
に
、
石
井
研
堂
が
「
鏡
花
逸
文
」
と
し
て
紹
介
し
、
「
こ
の
画
会
の
催
し
に
は
、
所
謂
画
博
堂
の
若
主
人
よ
り
、
予
に
相
談
を
掛
け
ら
れ
し
こ
と
も
あ
り
し
が
、
同
君
は
、
惜
し
い
か
な
、
疾
く
に
あ
の
夜
（
マ
マ
）に
旅
立
た
れ
、
鏡
花
君
亦
、
先
月
こ
の
世
を
捐
て
ら
れ
た
り
」
云
々
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
「
若
主
人
」
と
は
、
初
代
栄
吉
の
甥
に
あ
た
る
松
井
清
七
で
、
大
正
九
年
二
月
に
流
行
性
感
冒
の
た
め
逝
去
し
て
い
る
。
［
付
記
］
以
上
、
今
回
は
［
誤
記
誤
植
の
訂
正
］
［
本
文
の
訂
正
追
加
］
の
み
で
紙
幅
を
越
え
、
［
新
た
な
項
目
］
を
示
す
に
至
ら
な
か
っ
た
。
続
稿
を
期
し
た
い
。
資
料
の
調
査
に
関
し
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
、
日
本
近
代
文
学
館
、
本
学
図
書
館
近
代
文
庫
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。（よ
し
だ
ま
さ
し
日
本
語
日
本
文
学
科
）
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